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１　はじめに
福島県は、東北地方の南に位置し東西約
160キロメートル、南北約130キロメー
トル、都道府県で３番目に広い県土を有
し、「浜通り」「中通り」「会津」の３地方
ごとに異なる気候風土を生かして、一年を
通じてさまざまな農産物が生産されてい
る。本県の農業産出額の推移は、図１の通
りで、東日本大震災前の平成22年の実績
が2330億円で、震災直後の23年に1851
億円まで大きく落ち込んだが、生産者など
関係者の努力により29年には2071億円
まで回復してきている。しかしながら、震
災から８年４カ月を経過した今でも風評な

どの影響が根強く残り、米や牛肉、果物な
ど本県の主要な農産物の取引価格は震災前
の水準に戻ってはいない。
このような状況において、県産農産物の
安全・安心に対する信頼を取り戻し、取引
価格と販路の回復・拡大により風評の払拭
を図るため、本県では、モニタリング検査
をはじめとする安全確保対策の徹底を図る
ことに加え、平成29年度より、より良い
農業の証であるGAPの日本一を目指して
産地一丸となって取り組むこととした。
ここでは、本県を代表する夏秋期の野菜
を例にその取り組みの概要を紹介する。

ＧＡＰ日本一を目指して
～福島県における農業再生へのチャレンジ～

福島県　農林水産部　農産物流通課

図１　福島県の農業産出額の推移

資料：農林水産省「生産農業所得統計」
注１：項目ごとの四捨五入により年計と年の各項目の総和は一致しない。
注２：�米について、平成24年以降、作付面積、収穫量とも増加傾向にあるものの、平成26年、27年

は全国的な米価下落により本県の産出額も減少した。
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２　�「ふくしま。GAPチャレンジ宣言」に
ついて
福島県と福島県農業協同組合中央会（以
下「JA福島中央会」という）は、平成29
年５月に「ふくしま。GAPチャレンジ宣言」
（図２）を行い、GAP日本一を目指し認証
取得に関係者一丸となって取り組むことと
した。この取り組みを通じ、東日本大震災
による原子力発電所事故で失われた福島県

産農産物に対する信頼の回復、また、認証
取得のプロセスを通じて生産者の誇りを取
り戻すこと、さらに、令和2年（2020年）
に開催される東京オリンピック・パラリン
ピック大会への本県産食材の供給を通じ
て、その魅力と復興を世界に発信するとと
もに、それを契機とした新たな販路開拓に
つなげていくことを目標としている。

図２　ふくしま。GAPチャレンジ宣言

３　認証GAPの推進状況について
認証GAPの取得推進にあたっては、県域

および県内７地方に関係機関・団体からな
るGAP推進協議会（以下「協議会」という）
を設置するとともに、推進対象とする農業
者などを明確にした上で、取得拡大に向け
た取り組みを関係者が一体となって進める
こととした。協議会は、県の出先機関が事
務局となり、農業団体、流通事業者および
市町村などと連携し効果的な推進が図られ
る体制を構築した上で、GAP指導員や内部
監査員として県の普及指導員、JAの営農指
導員、教員など延べ1360名（平成31年２
月末現在）を新たに育成したほか、平成30
年度より、GAPに取り組む先進的な法人の
社員をGAP推進員として県庁に配置し、指
導ノウハウの蓄積に努めている。また、福
島県独自の認証制度である「ふくしま県

GAP（FGAP）制度」（図３）により、実
践農家の拡大を図っている。FGAPは、他
の第三者認証GAPと取り組むべき基本項目
は同じとし、新たに放射性物質対策を詳細
に規定しているのが特徴である。さらに、
補助事業で、認証取得にかかる経費（審査
費用、残留農薬や水質などの分析費、民間
コンサルタント活用経費など）の負担を軽
減するなどの支援を行っている。

図３　ふくしま県GAP（FGAP）のロゴマーク
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本県における認証GAPの取得状況は表
１の通りで、取組開始前の平成28年度末
時点で10件であった認証GAPの取得件数
は、31年３月末時点で151件まで拡大（目
標は令和２年度末までに361件）してい
る。また、農業者だけではなく、農業高校
10校と県農業総合センター農業短期大学
校の計11校で認証を取得し、次世代を担
う若者など農業後継者の育成も進められて
いる。
認証を取得した農産物は、31年3月末
現在で、米、野菜、果樹、きのこなど計
59品目となっている（表２）。認証を取得
した生産者からは、「販売単価の向上まで
は至っていないが、従業員の意識が変わり

責任感が増した」「資材などの無駄が省か
れ経営改善につながった」などの感想が寄
せられており、経営の改善や意識改革にも
寄与している。さらに、認証を取得した生
産者情報の見える化と消費者などへの
GAPの認知度向上を図るため、逐次専用
ホームページ（「ふくしま。GAPチャレンジ」
ホームページ　https://gap-fukushima.
jp/）で情報公開しており、本県の取り組
みが認知されることにより、量販店などか
らの問合せも徐々に増加している。
これらの取り組みが評価され、福島県と
JA福島中央会は、30年10月3日に（一財）
日本GAP協会の「GAP普及大賞2018」
特別賞を受賞した。

４　�主要野菜産地におけるGAPの取り組み
などの推進状況
本県の野菜の農業産出額は米、畜産に次
いで3番目で458億円（平成29年）となっ
ている。また、生産量が全国上位の主要な

農林水産物11品目を「ふくしまイレブン」
とし重点的な生産振興・販売対策を講じて
おり、野菜では、きゅうり、トマト、アス
パラガスの３品目が指定されている。その
他夏秋期の主要野菜としては、これら品目

　　59品目

　　　穀類（米、そば、大豆、はとむぎ）
　　　野菜（きゅうり、トマト、ミニトマト、いちご、アスパラガス、ねぎ、たまねぎ、ほうれんそう、
　　　　　　こまつな、リーフレタス、ブロッコリー、はくさい、にんじんなど）
　　　果物（もも、りんご、日本なし、ぶどう、かきなど）
　　　きのこ（しいたけ、きくらげ）

資料：福島県
　注：福島県では、団体認証取得も1とカウントしているため、個人取得経営体ベースでは271件。

資料：福島県

【取得件数】 （件）

GLOBAL
G.A.P.

ASIAGAP JGAP FGAP
認証GAP

計

平成28年度までに取得 3 1 6 － 10

平成29年度取得 15 2 30 5 52

平成30年度取得 8 2 55 24 89

26 5 91 29 151
(14) (3) (17)

　　59品目

合　計
（ ）内は団体認証数

　　　穀類（米、そば、大豆、はとむぎ）
　　　野菜（きゅうり、トマト、ミニトマト、いちご、アスパラガス、ねぎ、たまねぎ、ほうれんそう、
　　　　　　こまつな、リーフレタス、ブロッコリー、はくさい、にんじんなど）
　　　果物（もも、りんご、日本なし、ぶどう、かきなど）
　　　きのこ（しいたけ、きくらげ）

（注）  

表１　福島県における認証GAP�の取得状況（平成31年３月末現在）
　　　　（単位：件）

表２　福島県における主な認証GAP�取得農産物（平成31年３月末現在）
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図４　福島県地図（JA地域別）

資料：JA福島中央会ホームページより

　表３　東京都中央卸売市場における夏秋きゅうりの取扱数量（平成30年産）
順位 ７月 ８月 ９月

産地 数量（トン）占有率（％） 産地 数量（トン）占有率（％） 産地 数量（トン）占有率（％）
１位 福島 3,055 40.8% 福島 3,285 42.9% 福島 1,946 28.8%
２位 岩手 1,042 14% 岩手 1,725 22.5% 群馬 899 13.3%
３位 秋田 679 9% 秋田 890 11.6% 岩手 854 12.7%

全国計 7,492 全国計 7,656 全国計 6,747
資料：福島県作成　元資料「東京都中央卸売市場年別・月別」

にさやいんげんやピーマンが加わる。
中でも夏秋きゅうりの生産量は全国１位
を誇り、７～８月の東京都中央卸売市場に
おける取引数量の約４割（表３）を占めて
おり、福島県産がなければ夏秋期のきゅう
りの流通が成り立たないとまで期待される
一大産地となっている。
主要産地であるふくしま未来農業協同組
合（以下「JAふくしま未来」という）お
よび夢みなみ農業協同組合（以下「JA夢
みなみ」という）では、ハウス栽培などの
施設栽培が48％と増加するとともに、露
地栽培においても自動かん水装置の導入に
より品質の安定化が図られ、共同選果施設
により市場ニーズへの対応と選別調製の効
率化が図られている（図４）。
また、トマトについては、県内各地で栽
培が盛んであるが、会津よつば農業協同組
合管内の南会津地域で生産される「南郷ト

マト」は、平成30年8月に地理的表示（GI）
保護制度の認証を受け（注）、主に京浜市場
に出荷されている。
こうした本県を代表する野菜産地におい
てもGAPの取り組みは拡大しており、JA
ふくしま未来とJA夢みなみの生産団体に
おいてきゅうりでJGAPの団体認証を取
得したほか、JA夢みなみおよび福島さく
ら農業協同組合においても同様にトマトで
JGAPの団体認証を取得するなど、各産地
における関心の高まりとともに、他の主要
品目の産地でも認証取得の動きが活発に
なっており、特に夏場の時期の取得が多く
なっている（図５）。

注：野菜情報2018年12月号『地域の財産「南郷
トマト」が地理的表示（GI）登録』https://
vegetab le .a l ic .go . jp/yasa i joho/
senmon/1812/chosa01.htmlを参照。
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５　おわりに
県内のGAP認証取得件数は、平成29年
5月の宣言を契機に、関係者の尽力により
着実に伸びているが、需要を満たすだけの
生産量がまだまだ足りないことや流通・消
費段階におけるGAPの認知度向上が課題
となっている。このため、JAなどの生産
者団体・組織による取り組みをさらに進め
て生産量の拡大を加速するとともに、県内
外の量販店など、流通事業者と連携した
フェアの開催など（写真１）により、認知
度の向上と流通量の拡大を図っていく必要
がある。また、こうした取り組みが本県の
みならず全国に広がることにより、消費者
が日常的に認証品に触れることができる環
境づくりが必要であろう。
さらには、30年6月に食品衛生法の一
部を改正する法律が公布され、HACCP（ハ
サップ）の制度化が予定されていることか
ら、食品安全を目的としている生産段階の
GAPと加工・流通段階のHACCPの総合
的な取り組みにより、安全と信頼のフード
チェーンの構築につなげていきたい。

今後とも、福島県の農産物が消費者そし
て市場に信頼され選ばれるよう、産地づく
りを推進するとともに、来年に迫った東京
オリンピック・パラリンピック大会へ本県
農産物などの供給を図りながら、さらに流
通が拡大していくことを目指していきた
い。

＜問い合わせ先＞
福島県農林水産部農産物流通課

024-521-7356

写真１　量販店におけるGAP農産物フェア
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図５　主なGAP認証品の生産時期




